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Reiko Shibata: Sound play as communication technique (making a story out of images)
1.Ca‖Orff 音楽と動きの教育について
「Wenn ich einen Baum pflanze,weiss ich
nichti wie gross er wird.」
11本の木を育てようとする時、私はその木がど
のくらい大きくなるかを知らない。
私が好きなカール・オルフの言葉である。自分
が内面に持っている 「木」を育てようとする時も、
子供達という 「木」を育てようとする時も、私達
を励ましてくれる言葉である。
カール・オルフは、 ドィツの偉大な作曲家であ
り、教育者であった。彼はメソッドを持たなかっ
た人でもある。彼が残したのは、オルフシュール
ベルクと呼ばれる作品群である。彼がそのシュー
ルベルクを通して、私たちに伝えたかったことは、
テクニックや理論ではなく、音楽を通じて、自分
やまわりの事を知ること、音楽を演奏したり創っ
たりする中で、自分を育て、自分の生き方を見つ
けていくことだったような気がする。メソッドが
ないということは、自由であると同時に、責任も
あるということである。メソッドがないというこ
とは、何かを覚えればお終いということではない
ので、終わりがない。彼が設立したザルツブルグ
のオルフ研究所には、世界中からたくさんの人が
集まって勉強をし、研究をしている。そこでの主
専攻は、「音楽と動きの教育」である。
したがって集まってきている人間は、音楽の人
間だけではなく、ダンス、幼児教育、小学校教育、
障害児教育の人間など、様々な分野の人々で構成
されている。そこで、それぞれの分野の人間が、
オルフの教育理念を基に、様々なことを学び、様々
なことを試し、新しい発想力を得ているような気
がする。私自身のオルフ教育との出会いは、音大
時代に、「音楽は全ての人のためにある」という
オルフ教育の一文に出会ったことから始まってい
る。そしてそれから何十年後の今、オルフは、音
楽教育の分野で特別なことをしようと思った人間
ではなく、普遍的でシンプルなもの、そして美し
いもの、心が動くものを提供し、それを様々な方
法で伝えたかった人間なのではなかったかとつく
づく思うようになった。だからこそ、オルフの教
育は全人教育的であり続けるのではないかと思う。
カール・オルフとオルフシュールベルク
《オリンピックでも活躍したカール・オルフ》
カール ・オルフ (Car1 0rff)は、1895年7月
10日にミュンヘンで生まれ、1982年3月29日同地
で死去するまで活躍したドイツの作曲家。代表作
として 「カルミナ・ブラーナ」がある。
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彼は、1936年のベルリンオリンピック、及び
1972年のミュンヘンオリンピックの開会式で、子
供達の音楽とダンスを任されるなど、 ドイッを代
表する作曲家であった。オルフは、 5歳の時、リ
ストの孫弟子にあたる母親からピアノを習い、石
板の上に音符を書き始めたと言われている。音楽
一家という家庭環境の中で育ち、ボーイソプラノ
でもあった彼は、その声で歌い、チェロやオルガ
ンを弾き、シェースクピアの上演に夢中になると
いった少年期を過ごしている。それが彼の生涯を
通じての舞台作品への取り組みの基になったと言
われている。 ミュンヘンの音楽アカデミー を卒業
後、 ミュンヘン室内楽団の楽長を務め、兵役を経
てのち、 ドイツ各地の歌劇場の指揮者を歴任して
いる。
《音楽と動きの教育に適した楽器》
1920年代のヨーロッパでは、スポーツや体操、
ダンスや身体についての新しい動きが来ており、
ダルクローズやラバンなど、多くの人が出てきて
いた。彼は彼らの影響も受けていたが、特に、ヴィッ
グマンのダンス 「HeXentanz」に影響されたと言
われている。その後、1924年に、オルフは舞踏家
ギュンターと共に、舞踊と音楽の学校を設立。こ
の 「ギュンターシューレ」が、彼の教育活動の始
めとなる。初めての教育的出版物として書かれた
のが、「オルフシュールベルク」のシリーズで、
最初に書かれたものは、「Al リズムとメロディ
の練習」と呼ばれるもので、ギュンターシューレ
の生徒用に書かれていた。彼は、シュールベルク
作品を作曲するにあたって、今までの方法とは違
う組み立てをしなければならかったと述べている。
その第一は、リズムに重点を置き、そのためには、
楽器に着目をすることであった。その際にも、生
徒たちの音楽表現を 「自ら音楽をすること」を通
して行うものであってほしいと願い、「高度に発
展した芸術的な楽器によるものではなく、リズム
表現にお、さわしく、音色にすぐれた、しかも扱い
が易しく、素朴で身体の動きと結びついた楽器に
よる構成」を考えていくようになった。それが、
ミュンヘンStudio49の「オルフ楽器」の始まり
であった6                 1
《子どものための音楽の誕生》
ギュンターシューレが第二次大戦で消失した後、
1948年に、オルフはバイェルン放送から、子ども
のための音楽番組の依頼を受け、実際に子どもた
ちとの活動を通して、「子どものための音楽」を
作り上げることになった。彼がギュンターシュー
レで対象としていたのは、青年たちであったが、
ここで彼は、子どものための音楽作りを始め、次
のように述べている。「私が子どものための音楽
としたのは、エレメンタールな音楽です。エレメ
ンタールとは、ラテン語のElementarius、つま
り 「要素」をなすものであり、構成の素材であり、
根本的なものであり、出発点をなすものです。エ
レメンタールな音楽は、音楽だけが単独でありえ
ないもので、身体の動きやダンス、ことばと結び
ついたものです。これは誰でもが自らすべきもの
であって、決して聴き手としてではなく、仲間と
して加わるべき音楽なのです。同時に、これは大
規模な様式を構築するものではないのです。小さ
な音形を1頂につないでいったり、オスティナート
の組み合わせ、小さなロンドなどの形式を取るも
のなのです。」オルフは、子どものための音楽を
考えた際に、それまでのオルフシュールベルクに
欠けていた 「言葉」「呼びかけ」「歌」「詩」を出
発点とすることを決意したのだった。このように
して、身体表現とことば、歌、楽器での活動が一
つに結ばれていったのである。
《オルフシュー ルベルク「子どものための音楽」》
彼が1948年9月15日から5年間も続けたという
バイエルン放送の 「子どものための音楽」は、そ
の集大成として、1950年から1954年の間に、「Or
ff―Schulwerk Musik fuer Kinder」全 5巻とし
て出版された。これは、オルフがケートマンと共
に試行錯誤を重ねて作り上げた作品集である。こ
の作品集と共に、世界中にオルフ教育が広まった
とされている。しかし、オルフ自身は、「このシニー
ルベルクは、システムでもメソッドでもない。バ
イエルン地方の子どものための音楽とその教育の
アイディアに過ぎない」と言っている:これらの
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ことは意味深く、彼の音楽をそのまま演奏するた
めに、彼はこの作品集を作ったのではなく、彼が
このアイディアをモデルとして捉え、自分たちの
音楽を作っていく手立てを考えるきっかけを与え
てくれているということを私達は知る必要がある。
オルフが語る 「音楽」というものは、伝統や生
活、文化を考え、音楽をする仲間や地域の人たち
との交流をも意味し、普遍性、日常性を示唆して
いるということである。オルフが考えていたエレ
メンタールな音楽というのは、音楽と人々との関
わり合いそのものへの提言とも言える。彼が言う
エレメンタールとは、根源的な意味を持つもので、
それは人が人としてあるべき、その人の核になる
というような意味をも持つだろう。オルフが 「子
どもの実態からそのものから音楽を始める。よっ
て、民族性、地域性等の差異によって、教材、方
法は異なる」と述べている点からも、それは、そ
の人が持っている伝統、文化、言葉によって、教
える内容も使用する教材も変化すると解釈しても
良いと思われる。だからこそ、オルフの教育は、
分野を超えた広がりを見せていくのだと推測でき
る。それは、 1961年に設立されたオルフ研究
所の活動や講師陣の仕事の広がりを見ても伺える
ことで、それは設立当時から現在まで続き、常に
オルフの教育は変化し続けているといっても過言
ではないだろう。
《Dr.Regnerによるオルフ教育の理念》
① 音楽教育は、母国語と共に母国語によって始
まる。
② 音楽、踊り、言葉、そしてその他の芸術を一
つの分野として認知する。
③ 音楽教育において、全ての音楽パラメーター
を体験するために、楽器の演奏も学ぶべきであ
る。
④  「音楽を楽 しむ」ということは、個人的な体
験だけでなく、グループ体験でもあるべきであ
る。
⑤ 音楽教育では、誰でもが創造的に音楽に取り
組んでいかれるようにするべきである。
カール・オルフと共に長年オルフ研究所で仕事
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をし、元オルフ研究所所長でもあったレーグナー
博士は、シュールベルクとその展開に関してこう
述べている。「オルフシュールベルクは、彼の理
念の一部です。私は、それを教師達が、それぞれ
の方法で外に出すアイディアの 「芯」、または
陽い」と言いたいと思います。オルフ研究所も同
じ考え方をする人々によって、成り立っているの
ではありません。ここには、仕事上での基本的な
大きな同意というものがあります。しかし、各人
を特徴づける個性もあります。私達みんながオル
フシュールベルクというかんづめから、何かを食
べて生きている訳ではなく、私達それぞれが何か
を持ち寄り、それによって、オルフシュールベル
クは変化していくのです。私達は、いつも、その
基本理念が変化していくか、失われるか、現在に
適応するか、そして今日、まだ意味のあるものか
どうかを、しっかりと両目を開けて、見ていかな
ければいけません。オルフシュールベルクとその
理念は、今世紀の音楽教育に大切な貢献を果たし
ました。それはまた永遠に続く変化と、その力に
よって、いつも生きています。とはいえ、音楽教
育にとって大事な貢献は、他にもたくさんありま
した。私達は、一つの教育理念を他のそれに、対
決させるのではなく、みんなで一つのテーブルに
座り、何をお互いに学びあうことができるか検討
すべきだと思います。私達教育者も、ただ音楽教
育の内容を考えるのではなく、この複雑な社会の
中で、子供達が本当に良い方向に向かって歩いて
いかれるように考え、行動していかなければいけ
ないのではないでしょうか。」
2.双方向の関係性を築くための 「エデュテイメ
ント・セオリー」について
エデュテイメントとは、子供達が楽しんで学習
するためのソラト開発で生まれてきた言葉である。
エデュテイメントカレッジは、常に、仲間と双方
向で触発し合い、共感していくことができる関係
性の中で、子供も大人もいろいろな角度から、物
事を感じ、自分の力を発見していかれることを目
指して活動をしている。具体的には、指導者や学
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生達を対象に、五感を開くことで感じる力の基礎
とする①センスィビリティ、様々なコミュニケー
ション能力を身につけていく②コミュニケーショ
ン、自分で考え、創造していくための③クリエティ
ビティ、表現することを自分自身が楽しみ、人に
伝えていくための手法としての④エンターテイメ
ントの4つの柱を中心に、様々な専門講師陣によ
る指導者養成コースなどを開催している。
詳糸田は、 http://www.edutainmentcollege.org/
をご覧下さい。
